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★湘北地区社協の活動は、共同募金による助成金と、各自治会の会費により活動しております。 

          
 

                    
 

                   

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

目
指
し
て
、
住
民
同
士
が
助
け

合
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
活
支
援 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
日
常

の
生
活
で
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
」
の
手
助
け
な
ど
の
支
え
あ
い
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

利
用
で
き
る
内
容
は
、 

家
事
援
助
（
掃
除
。
洗
濯
）、
ゴ
ミ

だ
し
代
行
、
買

い
物
代
行
、
電

球
や
蛍
光
灯
の

取
替
え
、
草
取

り
、
低
木
の
刈

込
み
、
家
具
の
移
動
、
簡
単
な
修
理

な
ど
。 

利
用
で
き
る
方
は
、 

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、

高
齢
者
世
帯
の
方
、
病
気
が
ち
の
方
、

お
身
体
の
不
自
由
な
方
、
病
気
・
出

産
・
育
児
な
ど
で
日
常
生
活
に
支
障

の
あ
る
方
等
で
す
。 

利
用
料
金
は
、 

１
時
間 

５
０
０
円 

／
１
人
で 

す
。 

申
し
込
み
は
、 

（
５
２
）
２
０
３
０
ま
で 

毎
週 

月
・
木 

10
時
か
ら
12
時 

留
守
電
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

 

敬
愛
訪
問 

日
頃
は
話
し
相
手
が
い
な
く
て
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
に
、
定
期
的
に
月
２
回
位
30
分

か
ら
40
分
訪
問
し
ま
す
。 

費
用
は
、
１
回
２
０
０
円
／
１
人

で
す
。 

子
育
て
支
援 

子
育
て
中
の
ご
家
庭
に
育
児
支
援
を
行
い

ま
す
。 

 

ほ
っ
と
ラ
イ
ン 

毎
週
金
曜
日
に
お
電
話

で
安
否
確
認
を
し
て
見
守

っ
て
い
ま
す
。
お
体
の
様

子
を
伺
っ
た
り
、
趣
味
の

こ
と
等
話
題
も
い
ろ
い
ろ

で
、
相
談
相
手
に
な
り
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
開
催 

笑
い
声
に
包
ま
れ
て
、
和
や
か
な
ひ
と
時

が
流
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
初
め
て
の
人
も
す

ぐ
に
友
達
の
輪
に
入
り
、
お
茶
と
お
菓
子
で
、

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

障
害
の
あ
る
方
も
、
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
、

季
節
を
た
の
し
み
、
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
、

ま
る
で
歌
声
喫
茶
さ

な
が
ら
の
雰
囲
気
で

す
。 毎

月
第
1
金
曜
日

の
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
、 

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶

を
一
杯
50
円
。
お

茶
・
お
菓
子
は
無
料
で
す
。 

 

毎
回
15
人
ほ
ど
の
ご
参
加
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

福
祉
何
で
も
相
談 

通
常
の
相
談
と
は
別
に
、
地
区
住
民
の
悩

み
事
な
ど
の
相
談
に
対
応
す
る
窓
口
で
す
。 

毎
月
第
２
火
曜
日
10
時
～
12
時
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

 

一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と
を
見
逃
さ
ず
支

え
合
え
る
よ
う
に
、
福
祉
の
専
門
職
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
課
題
解
決
に
向
け
て
力
を

尽
く
し
て
い
ま
す
。 

 
                          

       
 

 

地域包括支援センターは、高齢者の生活を支援していく地域の拠点とし

て、茅ヶ崎市が設置した身近な相談窓口です。 

 

   例えば、 

◎介護保険のサービスを利用したいけれど、手続きはどうしたらいいの

だろう？ 

◎家族が認知症かもしれない・・・どうしたら良いのだろうか？ 

◎金銭管理が難しくなってきた・・・成年後見制度って何？ 

  などがありましたらお気軽にご相談下さい。 

   

保健・福祉・介護の専門職が連携して相談に応じます。 

 

担当地域は、香川・みずき・松風台・鶴が台・甘沼の一部です。 

地域包括センターは、香川駅から徒歩８分の香川３－２１－２６にあ

ります。（下の地図で、   のところです） 

 

電話は、０４６７－５５－１５３５です。 

開所時間は月曜日から土曜日の午前８時３０分から午後５時までです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

発 行 日 ２０１６年３月１日 

第４６号 

発 行 者 湘北地区社会福祉協議会 

会長 吉 田 正 一 

発行部数 ９,０００部 

～ 湘北地区の世帯数・人口～ 

地 域 世帯数 人 口 
鶴 が 台 
一街区含む 2,458    (-7) 4,601 (-112)

香  川 4,592   (-9) 11,421 (-96)

松 風 台 604    (-3) 1,507  (-13)

甘  沼 2,070   (+21)  5,370  (+1)

み ず き 1,121   (+18)  3,196  (+61)

湘北地区  10,845   (+20) 26,095 (-159)

茅ヶ崎市 98,622(+1,225) 238,629 (+962)

・2015年9月１日現在 [( )内は対前年比] 

・2015年10月以降は未公表 

『湘北』は、毎年１０月と３月に 

 発行しております。 

「湘北地区社会福祉協議会（湘北地区社協）」は、湘北地区住民の福祉を進める社会福祉団体です。 

湘
北
地
区 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活
動
紹
介 

        
 

 

福祉相談室とは、茅ヶ崎市の「地域福祉総合相談室運営事業」として

地域住民の尊厳を支えるケアの実現をめざした総合相談窓口です。 

 

地域包括支援センター（あかね）内に設置され、社会福祉士である福

祉相談支援員がお話しを伺います。 

 

高齢者分野だけでなく、子どもや障害者分野といった幅広い分野での

初期相談に応じます。 

 

その内容に応じて適切な専門機関への引き継ぎや、連絡調整を行いま

すので、どこに相談したらいいのか判らない場合など、お気軽にご相談

下さい。 

 

担当地域は、地域包括支援センターと同じく、香川・みずき・松風台

・鶴が台・甘沼の一部です。 

 

電話は、０４６７－５１－００１５です。 

 

開室時間は、月曜日から金曜日の 

午前８時３０分から午後５時です。 

                    

         

福祉相談室の紹介 地域包括支援センター（あかね）の紹介
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湘
北
地
区
の
コ
ミ
セ
ン
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

設
置
に
つ
い
て 

       

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
入
門
講
座
は
今
回
で
９
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
講
座
は
11
月
の
６
日
、

13
日
、
20
日
、
27
日
の
金
曜
日
４
回
開
催
。 

 

第
１
日
目
は
、
茅
ヶ
崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
横
山
様
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
始

ま
り
、
毎
回
好
評
の
「
共
育
ひ
ろ
ば
主
宰
」

牧
岡
英
夫
先
生
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
は
」
に
つ
い
て
、
明
る
く
楽
し
く
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
の
お
話
し
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
人
の
為
で
な
く
自
分
の
為
で
あ
る
と
言

う
こ
と
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。 

第
２
日
目
は
、
体
験
学
習
で
車
椅
子
の
操

作
と
移
動

の
方
法
、
茅

ヶ
崎
誘
導

グ
ル
ー
プ

草
笛
の
方

に
よ
る
ア

イ
マ
ス
ク

の
体
験
と

誘
導
、
シ
ニ

ア
体
験
で

は
体
に
負

荷
を
か
け
て
の
歩
行
を
体
験
し
、
思
い
の
ほ

か
体
が
不
自
由
で
、
あ
ら
た
め
て
障
害
を
も

っ
て
い
る
方
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

第
３
日
目
は
、
地
域
に
あ
る
施
設
グ
ル
ー

プ
の
活
動
の
紹
介
。
今
回
は
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
「
あ
か
ね
」、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
「
あ
の
ん
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
囲
碁
・
将
棋
サ

ロ
ン
（
み
ず
き
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
サ
ロ
ン
、

ふ
り
ー
す
ぺ
ー
す
「
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
」
か

ら
、
日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
と
お
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

第
４
日
目
は
、
３
回
の
講
座
を
ふ
り
返
っ

て
「
自
分
達
に
出
来
そ
う
な
こ
と
」
に
つ
い

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
、
牧
岡
先
生
に
よ

る
研
修
の
ま
と
め
で
講
義
頂
き
、
今
回
の
講

座
を
終
了
し
ま
し
た
。
講
座
を
受
講
さ
れ
た

16
名
の
う
ち
４
回
の
全
て
を
受
講
さ
れ
た 

４
名
と
前
回
の
講
座
で
未
受
講
の
補
足
を
さ

れ
た
２
名
の
方
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。 今

回
の
講
座
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
人
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

   

健
康
福
祉
講
座
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
健

康
維
持
に
役
立
つ
講
演
会
を
、
毎
年
２
回
開

催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
講
座
で
は
、
湘
南
藤
沢
徳
洲
会
病

院
の
牧
山
太
洋
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

「
膝
と
腰
の
構
造
や
、
そ
れ
ら
の
痛
み
の
原

因
」
に
つ
い
て

お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。 
 

痛
み
の
予

防
・
対
策
と
し

て
、
運
動
療
法

で
は
、
室
内
で

簡
単
に
で
き

る
筋
力
強
化

の
運
動
や
、
日

常
生
活
の
中
で
は
良
い
姿
勢
を
保
つ
こ
と
と
、

肥
満
の
解
消
が
重
要
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

多
く
の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
が
、
皆
様

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。 

 

  

 

香
川
公
民
館
ま
つ
り
は
、
公
民
館
利
用
サ

ー
ク
ル
や
館
区
内
住
民
の
文
化
活
動
、
学
習

活
動
の
総
合
的
な
発
表
の
場
で
あ
り
、
交
流

を
中
心
と
し
た
機
会
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

今
年
度
は
、
昨
年
10
月
24
日(

土)

〜
25

日(

日)

の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
鶴
が
台
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
の
演
奏
に
始
ま
り
、
好
天
に
も
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
沢
山
の
皆
様
が
参

加
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。 

湘
北
社
協
は
24
日(

土)

の
バ
ザ
ー
に
参

加
し
毎
年
好
評
の
綿
菓
子
、
緑
茶
、
コ
ー
ヒ

ー
、
ジ
ュ
ー
ス
に
加
え
て
、
新
し
く
駄
菓
子

な
ど
を
販
売
し
好
評
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

今
回
も
市
社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
、
あ
か
ね
の
ご
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
布
し
、
社
協

の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

ご
来
場
頂
き
ま

し
た
皆
様
、
バ
ザ

ー
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

    

今
年
の
ま
ち
め
ぐ
り
（
旧
ま
ち
探
検
）
は
、

昨
年
の
２
月
に
開
催
し
大
変
好
評
だ
っ
た
香

川
地
区
の
福
祉
施
設
見
学
を
踏
襲
し
、
甘
沼

地
区
の
代
表
的
な
福
祉
施
設
を
知
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
12
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

（
ハ
ピ
ネ
ス
茅
ヶ
崎
・
Ｕ
Ｚ
Ｕ
）（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム 

シ
ニ
ア
メ
ゾ
ン
湘
南
の
杜
、
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
遊
・
湘
南
茅
ヶ
崎
）、

（
湘
南
鬼
瓦
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
白
星
園
）

と
３
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
訪
問

先
で
は
熱
意
の

こ
も
っ
た
説
明

を
受
け
ま
し
た
。 

 

甘
沼
自
治
会

館
に
戻
り
コ
ー

ス
別
に
参
加
者

が
感
想
を
書
き

出
し
、
そ
れ
を

発
表
し
た
の
は
、

北
陽
中
と
鶴
が
台
中
の
生
徒
さ
ん
達
で
し
た
。 

 

多
様
な
感
想
を
ま
と
め
上
げ
て
落
ち
着
い

て
発
表
す
る
生
徒
達
に
、
大
人
達
は
感
心
し

て
大
拍
手
で
し
た
。 

 

そ
の
後
は
甘
沼
自
治
会
の
有
志
手
作
り
の

美
味
し
い
具
だ
く
さ
ん
の
す
い
と
ん
と
漬
物

を
食
べ
て
笑
顔
の
交
流
が
続
き
ま
し
た
。
関

係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
と
晴
天
に
恵
ま
れ
、

地
域
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

湘
北
地
区
の
福
祉
活
動
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
伝
え
よ
う
と
、
地
区
社
協
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
公
開
し
て
9
年
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
い
て
見
て
下
さ
い
、

カ
ラ
フ
ル
で
楽
し
い
画
面
が
広
が
り
ま
す
。 

 
第
１
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
地
区
社
協
の

活
動
を
身
近
な
も
の
に
と
、
計
画
や
事
業
・

行
事
案
内
や
報
告
が
。
第
２
は
、
地
域
サ
ロ

ン
（
23
ケ
所
）
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
、
松
風
台
や
鶴
が
台
・
き
ら
き
ら
ぼ

し
な
ど
の
地
域
情
報
誌
の
掲
載
等
々
…
最
新

の
福
祉
情
報
や
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
を
素
早
く

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

更
に
メ
イ
ン
は
、
何
と
言
っ
て
も
こ
の
素

敵
な
地
域
の
「
福
祉
マ
ッ
プ
」
で
す
。
行
き

た
い
場
所
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
ボ
タ
ン
で
教
え

て
も
ら
え
ま
す
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

 

コ
ミ
セ
ン
整
備
に
つ
い
て
、
市
は
雇
用
促

進
住
宅
跡
地
へ
公
民
館
を
移
設
し
、
公
民
館

を
改
築
し
て
コ
ミ
セ
ン
と
す
る
案
に
固
執
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
地
区
で
は
、
公
民
館
は

移
転
せ
ず
、
コ
ミ
セ
ン
を
中
央
部
に
設
置
す

る
各
種
案
を
含
め
比
較
検
討
す
る
資
料
を
求

め
て
き
ま
し
た
。 

よ
う
や
く
12
月
16
日
に
市
か
ら
報
告
が

あ
り
、
質
疑
の
あ
と
地
区
と
し
て
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
メ
ン
バ
ー

を
絞
っ
て
12
月
26
日
に
自
治
会
連
合
会
と

推
進
協
や
民
児
協
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
公
民
館
利
用

者
懇
の
役
員
等
で
７
案
の
比
較
表
に
基
づ
き

討
議
し
ま
し
た
。
公
民
館
移
設
で
は
意
見
が

分
か
れ
ま
し
た
が
、
コ
ミ
セ
ン
に
ど
の
よ
う

な
機
能
と
規
模
が
必
要
か
な
ど
意
見
交
換
し

ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
図
書
館
分
館
を
雇
用
促
進
跡

地
に
移
設
し
、
図
書
館
分
館
の
跡
に
コ
ミ
セ

ン
を
新
設
す
る
案
を
１
月
26
日
の
全
体
会

で
確
認
し
た
の
で
、
こ
れ
で
市
と
の
話
合
い

に
臨
み
ま
す
。 

 

分
科
会
活
動
報
告
と
お
知
ら
せ

広報分科会 

今西  夬 (代表･みずき) 

湯川さだ子 (会計･甘沼) 

鈴木  玲子 (書記･香川) 

沓澤 幸子（香川） 

真下 敏一（香川） 

長嶋まり子（香川） 

津島 三二（甘沼） 

澄川   篤（甘沼） 

竹松 和男（松風台） 

青木 有倶（鶴が台） 

公
民
館
ま
つ
り 

 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

入
門
講
座 

 

地
域
福
祉
を 

考
え
る
懇
談
会 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

運
営
委
員
会 

体験学習風景 

感想発表会 
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